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動
労
水
戸
は
今
ダ
イ
改
に
よ
る

地
方
の
切
り
捨
て
、
休
息
を
奪
う

非
人
間
的
な
労
働
強
化
、
外
注
化

と
「
区
所
の
役
割
の
明
確
化
」
の
推

進
に
よ
る
職
場
の
分
断
と
安
全
破

壊
に
反
対
し
、
厳
し
く
団
交
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
２
月

23日
に
東
労
組
が

合
意
し
て
以
降
、
会
社
は
提
案
し

た
枠
内
の
調
整
以
外
は
一
切
認
め

な
く
な
り
ま
し
た
。
健
康
と
安
全
に

妥
協
の
余
地
な
ど
な
い
の
に
、
「
対

案
」
な
ど
と
い
う
言
い
逃
れ
で
受
け

入
れ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
人
間
に

は
限
度
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

動
労
水
戸
組
合
員
は
こ
ん
な
屈

服
を
絶
対
に
許
し
ま
せ
ん
。
３
月

14

日
、
青
年
を
先
頭
に
全
運
転
士
が

断
固
と
し
て
ス
ト
に
入
り
ま
す
。
水

郡
線
で
は
５
人
全
員
が
対
象
で
す
。

私
た
ち
の
真
剣
な
選
択
と
闘
い
に

応
え
て
、
全
て
の
青
年
労
働
者
が
ス

ト
代
務
拒
否
の
意
思
表
示
に
立
ち

上
が
る
こ
と
を
訴
え
ま
す
。

区区 区区
所所 所所
のの のの
「「 「「
役役 役役
割割 割割
明明 明明
確確 確確
化化 化化
」」 」」
でで でで

極極 極極
限限 限限
化化 化化
すす すす
るる るる
業業 業業
務務 務務
のの のの
偏偏 偏偏
りり りり

第
一
に
、
効
率
最
優
先
の
安
全
無

視
を
絶
対
に
認
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

「
区
所
の
役
割
の
明
確
化
」
に
つ
い

て
、
輸
送
障
害
か
ら
の
早
期
回
復
の

た
め
に
関
係
区
所
が
少
な
い
方
が
い

い
、
と
会
社
は
説
明
し
て
き
ま
し
た

が
、
重
大
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
①
行
路
作
成
の
巾

が
な
く
な
り
乗
務
が
き
つ
く
な
る

②
線
路
・
車
種
の
技
術
保
持
が
困

難
と
な
り
、
緊
急
時
の
代
替
え
も

効
か
な
く
な
る
③
新
人
運
転
士
の

養
成
に
支
障
が
出
る
な
ど
、
安
全

輸
送
の
根
幹
が
破
壊
さ
れ
ま
す
。

①
…
勝
田
の
運
転
士
行
路
で
は
、

日
勤

13本
中

11本
が
宵
出
し
行
路

（
う
ち
朝
４
時
台
の
出
勤
が
６
本
も

あ
る
）
で
あ
り
、
泊
行
路
と
合
わ
せ

て
実
に
月

12回
も
職
場
に
泊
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
（
裏
面
の
カ
レ
ン

ダ
ー
参
照
）
。
ま
た
、
行
路
緩
和
の

た
め
の
常
磐
・
水
戸
線
の
ミ
ッ
ク
ス

が
で
き
な
く
な
り
、
そ
の
代
わ
り
に

１
日
に
勝
田
～
上
野
２
往
復

+品

川
回
し
や
、
朝
４
時
出
勤
で
上
野

か
ら
普
通
列
車
品
川
回
し
で
水
戸

ま
で
３
時
間
連
続
乗
務
な
ど
、
凄

ま
じ
い
行
路
が
強
制
さ
れ
ま
す
。

②
…
水
戸
の
運
転
士
行
路
で
は
、

水
戸
～
上
野
の
上
り
普
通
列
車
行

路
は
３
本
、
上
下

70本
あ
る
特
急

乗
務
は
水
戸
以
南
で
は
ゼ
ロ
、
水
戸

か
ら
の
下
り
は
水
戸
～
い
わ
き
と

高
萩
～
勝
田
の
わ
ず
か
２
本
と
な

り
ま
す
。
特
急
乗
務
の
機
会
が
奪

わ
れ
、
緊
急
時
で
も
上
野
方
面
に
は

対
応
で
き
ま
せ
ん
。

③
…
結
果
、
水
戸
で
は
常
磐
線
行

路
が
少
な
く
、
ハ
ン
ド
ル
訓
練
や
養

成
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
養
成
人

数
が
限
ら
れ
る
分
、
土
浦
・
勝
田
の

受
け
持
ち
分
が
増
え
ま
す
。
指
導

員
自
体
の
経
験
不
足
の
上
に
、
無

理
な
養
成
人
数
を
負
わ
さ
れ
ま
す
。

新新 新新
着着 着着
席席 席席
ササ ササ
ーー ーー
ビビ ビビ
スス スス
のの のの
大大 大大
混混 混混
乱乱 乱乱

ツツ ツツ
ケケ ケケ
はは はは
労労 労労
働働 働働
者者 者者
とと とと
乗乗 乗乗
客客 客客
にに にに

第
二
に
、
「
新
着
席
サ
ー
ビ
ス
」
で

は
乗
務
員
の
合
理
化
・
外
注
化
が

狙
わ
れ
て
い
ま
す
。
上
野
が
通
過
駅

に
な
り
、
自
由
席
の
ま
ま
だ
と
列
が

で
き
る
か
ら
指
定
席
を
買
わ
せ
れ

ば
よ
い
、
そ
の
上
で
運
転
車
掌
と
車

内
担
当
車
掌
を
分
離
し
て
い
ず
れ

は
外
注
化
と
い
う
利
益
優
先
の
発

想
で
す
。
乗
客
同
士
や
車
掌
と
の

ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
こ
と
を
会
社
は

予
測
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
非
正
規

の
警
備
員
を
雇
っ
て
乗
せ
る
の
で
す
。

予
約
し
て
い
た
列
車
が
輸
送
障
害

で
打
ち
切
ら
れ
た
ら
ど
う
な
る
の
で

し
ょ
う
か
？
会
社
は
ま
と
も
に
答

え
ら
れ
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
こ
ん
な

で
た
ら
め
な
提
案
に
「
合
意
」
で
き

る
の
で
し
ょ
う
か
？
会
社
と
他
労

組
幹
部
の
無
責
任
の
ツ
ケ
は
、
労
働

者
と
乗
客
が
払
わ
さ
れ
る
の
で
す
。

「「 「「
反反 反反
対対 対対
しし しし
てて てて
もも もも
無無 無無
駄駄 駄駄
」」 」」
とと とと
はは はは

労労 労労
組組 組組
幹幹 幹幹
部部 部部
のの のの
自自 自自
己己 己己
保保 保保
身身 身身

第
三
に
、
鉄
道
労
働
者
と
り
わ
け

青
年
の
団
結
こ
そ
、
金
に
魂
を
売
り

自
己
保
身
し
か
考
え
な
い
会
社
や

労
組
幹
部
の
無
責
任
を
許
さ
ず
、

地
域
と
命
と
安
全
を
守
る
の
で
す
。

前
回
ダ
イ
改
後
、
会
社
は
形
だ
け

の
「
全
乗
務
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
「
意

見
を
吸
い
上
げ
た
」
な
ど
と
言
っ
て

い
ま
す
。
東
労
組
は
大
子
運
輸
科

の
掲
示
板
で
「
会
社
の
施
策
に
は
反

対
し
て
も
結
局
実
施
さ
れ
て
し
ま

う
か
ら
、
対
案
を
出
し
て
改
善
を

要
求
し
て
い
く
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
後
に
は
正
当
性
の
な
い

施
策
が
次
々
と
強
行
さ
れ
、
た
だ

泣
き
言
を
言
っ
て
い
る
だ
け
で
す
。

一
体
ど
こ
ま
で
後
退
す
る
の
で
し
ょ

う
か
？
み
ん
な
会
社
と
よ
ろ
し
く

や
っ
て
、
う
ま
い
こ
と
を
言
い
な
が
ら

世
渡
り
だ
け
を
考
え
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
良
く
な
ら
な
い
の
で
す
。

鉄鉄 鉄鉄
道道 道道
のの のの
労労 労労
働働 働働
者者 者者
とと とと
労労 労労
組組 組組
のの のの

地地 地地
域域 域域
とと とと
命命 命命
、、 、、
安安 安安
全全 全全
守守 守守
るる るる
使使 使使
命命 命命

第
四
に
、
私
た
ち
が
職
場
の
問
題

で
真
剣
に
闘
う
の
は
、
仲
間
を
守
る

こ
と
と
地
域
住
民
を
守
る
こ
と
が

一
体
だ
か
ら
で
す
。
Ｊ
Ｒ
労
働
者
は

全
国
の
人
々
を
安
全
で
結
ん
で
い
ま

す
。
利
益
優
先
に
止
ま
ら
な
い
か
ら

こ
そ
、
信
頼
を
受
け
て
き
た
の
で
す
。

28年
前
の
国
鉄
分
割
・民
営
化
で
、

国
鉄
の
公
共
性
が
否
定
さ
れ
利
益

優
先
に
変
わ
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら

動
労
水
戸
は
今
で
も
分
割
・
民
営

化
反
対
で
す
。
労
働
組
合
が
分
割
・

民
営
化
に
屈
伏
す
る
こ
と
と
幹
部

が
私
利
私
欲
に
走
る
こ
と
は
一
体

で
し
た
。
こ
の
屈
服
か
ら
非
正
規
雇

用
や
消
費
税
が
導
入
さ
れ
、
原
発

増
設
や
自
衛
隊
海
外
派
兵
も
強
行

さ
れ
ま
し
た
。
国
鉄
労
働
運
動
が

全
国
の
労
働
者
の
団
結
の
柱
だ
っ
た

の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
Ｊ
Ｒ
労
働

者
の
団
結
に
は
、
明
日
を
も
知
れ

な
い
非
正
規
職
労
働
者
、
原
発
事

故
で
故
郷
を
奪
わ
れ
た
福
島
の
人
々
、

被
曝
や
戦
争
に
怒
る
人
々
を
一
つ

に
す
る
力
が
あ
る
の
で
す
。

會
澤
君
の
動
労
水
戸
加
入
に
続

い
て
、
２
月

23日
に
は
、
Ｊ
Ｒ
労
働

者
と
Ｊ
Ｒ
関
連
の
非
正
規
職
労
働

者
が
動
労
神
奈
川
を
結
成
し
ま
し

た
。
動
労
水
戸
ス
ト
を
支
持
し
、
３

人
の
青
年
に
続
い
て
立
ち
上
が
る
こ

と
を
熱
烈
に
訴
え
ま
す
。




